
環として、北海道横断自動車道(陸別ＩＣ（仮称）～陸別小利別）の工事現場において、地元の陸別中

北海道開発局では、地域を支える建設業の健全な発展を後押しするため、建設業等の働き方改革の

実現と、建設現場の生産性向上に向けた取組を行っており、今年度も『北海道開発局建設業等の働き

方改革実施方針』及び『北海道開発局イ ンフラDX・i-Constructionアクションプラン』（※）を策定し、その

取組の一つである将来の担い手確保に向けて、広報や現場見学会・体験会の開催により建設現場の

魅力発信を推進しております。

※【リンク先(働き方改革)】 https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/jg/gijyutu/splaat0000010j9l.html

【リンク先(i-Construction)】https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/jg/gijyutu/splaat000001x3oy.html

令和４年１０月５日（水） １０：００ ～ １２：００

２ 見学場所 北海道横断自動車道 陸別町 川向改良工事（別紙①参照）

（足寄郡陸別町字陸別原野西一線）

陸別中学校 ２年生（１８名）

①ボックスカルバート施工状況の見学

②定置式水平ジブクレーン（別紙②参照）、ドローン操縦体験

③ＩＣＴ建設機械試乗体験

帯広道路事務所 工事安全連絡協議会（北海道横断自動車道部会）

国土交通省帯広開発建設部帯広道路事務所

６ その他 ・取材を希望される方は、駐車場確保のため、１０月３日（月）１２：００

までに、以下の問合せ先にご連絡をお願いいたします。

・当日は、時間までに見学場所へお越しください。

・新型コロナウイルス等感染拡大防止のためマスク着用をお願いいたします。

・雨天等により延期する場合は、こちらより連絡いたします。

■国土交通省 北海道開発局 帯広開発建設部

公式ツイッターTwitter アカウント @mlit_hkd_ob

■帯広道路事務所 工事安全連絡協議会

北海道横断自動車道部会長

帯広開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/ob/index.html

はやかわ ごうし

早川 剛史 電話 ０１５６－２８－００５６

５ 共催

【問合せ先】

帯広道路事務所 第 ２ 工 務 課 長
さ さ き かずやす

佐々木 一靖 電話 ０１５５－２５－１２５０

４ 見学内容

令 和 4 年 9 月 26 日

帯 広 開 発 建 設 部

～陸別中学校２年生を対象とした現場見学会を開催します～

帯広開発建設部では、 『北海道開発局イ ンフラDX・i-Constructionアクションプラン』の取組の一

学校の生徒を対象に、全道で唯一工事で使用している定置式水平ジブクレーン等の操縦体験、ＩＣＴ

全道でこの現場だけ！定置式水平ジブクレーンを操縦体験！

建設機械の試乗体験をしていただき、建設業への興味・関心を持っていただくことを目的に、下記の

とおり、現場見学会を開催しますので、お知らせします。

記

１ 開催日時

３ 対象者

工事現場の仕事を学びます



【別紙①　会場案内図】

見学会会場

陸別市街地

見学会会場

国道242号線から町道日宗勲祢別線を通り、

2.8kmほど進んだところで左折願います。

工事出入口に誘導員がおりますので

指示に従い入場願います。

誘導員

至 帯広

至 北見

至 帯広

至 北見



施工現場 北海道横断自動車道 陸別町 川向改良工事

定置式水平ジブクレーンとは？

定置式水平ジブクレーンとは、定位置に

存置し、現場に常時設置して作業を行う水

平ジブを持ったクレーンです。

クレーンの操作は、現場の作業員さんが

無線操作盤（リモコン）を使用し、吊り荷

を目視・確認しながら資材を運びます。

ジブ:36m

マスト:max32m

(写真：左）

ジョイスティック式

リモコンで、旋回･前後、

吊上･吊降しを操作

北海道開発局インフラDX・i-Constructionアクションプラン取組み事項の

【生産性向上に向けた新技術・新工法への積極的なチャレンジ】の１つである

定置式クレーン等の試行を、令和4年度 帯広開発建設部発注工事

《北海道横断自動車道 陸別町 川向改良工事》にて実施いたします。

定置式クレーンの導入により、現場内運搬の省力化が期待されます。

施工現場

※この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の20万分の1 地勢図及び数値地図50mメッシュ

(標高)を使用した。(承認番号 平27情使、第170号）

足寄～北見 L=79km

別紙②



移動式クレーンとの違いは？

移動式クレーン 定置式水平ジブクレーン

専門オペレーター
作業員さん

(リモコン)

重たいモノを持ち上げる(上へ運ぶ)

ための“重機”としての役割

現場内でモノを 横に動かす(水平運搬)

ための“ヒトの道具”としての役割

・クレーンが必要な時にだけ調達

・操作は専門オペレーター

・操縦席からの視認性に問題がある場合は

別途指示者が必要

・工事の最初から最後まで常に現場に存在

・操作は現場の作業員さん(特別教育受講は必要)

・操作者が吊り荷の近くまで寄ることも

できるので視認性に優れる

○定置式水平ジブクレーンを常駐させ、足場・鉄筋・型枠組立・解体時に資材置場から

作業箇所までの運搬に使用 ⇒ いわゆる人で長く重たい資材を運ぶことが無い。

・作業員さんが、足場材料

を玉掛け

・そのまま、リモコンを操作し、

資材を運搬。

※荷降し場所が見える位置で操作

・荷降ろし箇所及び作業員さんを

目視しながら荷下ろし。

同じ方です

（従来）

（ジブクレーン使用時）

実作業状況

あしたを創る 北の知恵

北海道開発局
帯広開発建設部

帯広道路事務所

帯広開発建設部ツイッターにて、

ジブクレーン組立･作業状況動画公開中！
公式ツイッターTwitterアカウント

https://twitter.com/mlit_hkd_ob

●建設現場内で「モノ」を人が運ばなくてすむ労働環境

●重労働の軽減、現場内事故リスクの軽減
が期待されます！


